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1

頁
～3

2

頁 

2
4

〔
伊
予
一
柳
文
書
〕
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
八
月
二
十
日
豊
臣
秀
次
検
地
置
目
写 

 

定
検
地
置
目
事 

①
一 

上
田 

 
 
 

壱
石
五
斗
1） 

②
一 

中
田 

 
 
 

壱
石
三
斗 

③
一 

下
田 

 
 
 

壱
石
壱
斗 

④
一 

上
畠 

 
 
 

壱
石 

⑤
一 

中
畠 

 
 
 

七
斗
五
升 

⑥
一 

下
田 

 
 
 

五
斗 

⑦
一 

山
畠
・
野
畠
、
見
及
次
第
可
レ

入
レ

念
事
2）

、 

⑧
一 

壱
段
ニ
付
而

五
間
六
十
間
事
3）

、 

⑨
一 

さ
お
の
木
遣
事
候
間
、
如
レ

本
拵
可
レ

打
事
4）

、 

⑩
一 

舛
、
京
判
た
る
へ
き
事
5）

、 

⑪
一 

於
二

在
々
所
々
一

下
々
対
二

地
下
人
等
一

、
諸
篇
み
た
り
の
儀
於
二

申 

懸
一
者

、
其
主
人
共
可
レ

為
二

曲
事
一

間
、
入
レ

念
可
レ

申
事
、 

⑫
一 

棹
打

さ

お

う

ち

6）

之
下
奉
行
、
同
さ
を
う
ち
の
者
共
、
悉
誓
帋

（
紙
）

申
付
并
横
目
7） 

 
 

可
二

出
遣
一

事
、 

⑬
一 

検
地
面
々
勿
論
可
レ

為
二

自
賄

じ
ま
か
な
い

一

8）

ぬ
か
・
ハ
ら

（

藁

）

・
薪
・
さ
う
し

（

雑

事

）

の 

 
 

儀
者

、
如
二

置
目
一

、
亭
主
に
相
理

あ
い
こ
と
わ
り

可
二

召
直

（
置
）

一

事
、 

⑭
一 

さ
お
う
ち
の
場
に
て
、
百
姓
之
棹
打
者
共
、
寄
合
さ
ゝ
や
く
儀 

 
 

可
レ

為
二

曲
事

く

せ

ご

と

一

、 

⑮
一 

検
地
之
面
々
上
下
共
ニ
一
粒
一
銭
礼
儀
礼
物
召
置
族
有
レ

之
ハ
、 

 
 

以
来
き
ゝ
出
次
第
可
レ

為
二

曲
事
一

9）

、 

⑯
一 

兼
而

奉
行
を
出
し
在
々
所
々
田
畠
う
た
せ
可
二

見
届
一

間
、
相
違 

 
 

儀
於
レ

有
レ

之
者

、
さ
お
打
主
人
曲
事
た
る
へ
き
事
10）

、 

⑰
一 

於
二

在
々
所
々
一

、
右
置
目
通
百
姓
召
寄
、
あ
ま
ね
く
合
点
仕
様
ニ 

 
 

可
二

申
聞
一

事
11）

、 

⑱
一 

其
郡
の
絵
図
、
隣
郡
堺
目
并
山
・
川
・
道
、
入
レ

念
書
付
可
レ

上 

 
 

候
事
、 

⑲
一 

み
ち
橋
を
是
又
念
を
入
可
二

申
付
一

事
、 

右
条
々
聊

い
さ
さ
か
も

不
レ

可
二

油
断
一

者
也
、 

天
正
拾
九
年
八
月
廿
日 

 
 
 
 
 
 

秀
次

（
豊
臣
）

御
印
判 

 

一
柳

ひ
と
つ
や
な
ぎ

四
郎

（
直
盛
）

左
衛
門 

       



１） 
壱
石
五
斗 

土
地
の
等
級
と
そ
れ
に
対
応
す
る
反
あ
た
り
の
年
貢
量
（
斗
代
）
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。 

２） 

見
及
次
第
可
入
念
事 

見
つ
け
次
第
念
を
入
れ
て
検
地
す
る
。 

3） 

五
間
六
十
間
事 

一
反
三
百
歩
制
を
表
す
。 

4） 

さ
お
の
木
… 

丈
量
基
準
と
な
る
物
差
し
＝
竿
は
、
秀
吉
政
権
側
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
の
複
製
を
作
っ
て
検
地
に
用
い
る
。 

5） 

舛
… 

京
都
の
公
定
升
、
い
わ
ゆ
る
京
升
。 

6） 

棹
打

さ
お
う
ち 

土
地
を
測
る
事
。 

7） 

横
目 

監
査
役
。 

8） 

自
賄

じ
ま
か
な
い 

検
地
役
人
の
食
料
は
現
地
調
達
で
は
な
く
支
給
だ
が
、
飼
料
・
薪
な
ど
は
宿
泊
す
る
家
の
主
人
に
調
達
さ
せ
る
。 

9） 

検
地
之
面
々
… 

検
地
関
係
者
は
上
下
に
関
わ
ら
ず
、
礼
物
礼
銭
な
ど
を
受
け
取
っ
て
少
し
で
も
不
正
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
れ
ば
処
罰
す
る
。 

10） 

兼
而
奉
行
を
出
し
… 

検
地
に
不
正
が
な
い
か
奉
行
が
再
度
見
届
け
、
も
し
不
正
が
あ
れ
ば
そ
の
丈
量
を
行
っ
た
責
任
者
を
処
罰
す
る
。 

11） 

百
姓
召
寄
… 

百
姓
た
ち
を
集
め
、
こ
の
置
目
を
納
得
す
る
ま
で
よ
く
言
い
聞
か
せ
る
。 

【
解
説
】 

検
地
掟

お
き
て

、
検
地
置
目
、
検
地
条
目
な
ど
と
呼
ば
れ
る
規
定
は
、
成
簣
堂
文
庫
片
桐
文
書
や
溝
口
文
書
の
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
月
朔
日
豊
臣

秀
吉
検
地
掟
を
始
め
、
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
一
反
三
百
歩
、
京
升
の
使
用
、
上
中
下
の
田
地
等
級
別
の
斗
代
設
定
、
検
地
役
人
へ

の
礼
物
礼
銭
の
禁
止
、
検
地
役
人
の
自
賄
い
な
ど
の
原
則
が
規
定
さ
れ
、
百
姓
に
も
承
知
さ
せ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
則
の
内
、
一

反
三
百
歩
制
や
地
位
別
斗
代
は
、
早
く
天
正
十
年
二
月
の
秀
吉
に
よ
る
検
地
で
あ
る
播
磨
国
惣
社
寺
領
荒
田
帳
で
す
で
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
秋

沢
繁
「
太
閤
検
地
」
『
岩
波
講
座
日
本
通
史 

近
世
Ⅰ
』
一
九
九
三
年
）
。
史
料2

4

は
陸
奥
国
検
地
置
目
で
、
検
地
掟
と
し
て
は
条
数
の
多
い
方
に
入
る

と
い
え
る
が
、
こ
こ
に
は
絵
図
へ
の
境
界
・
山
・
川
・
道
・
橋
等
の
記
入
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
後
に
み
る
御
前
帳
調
達
命
令
と
こ
れ
ら
の
条
項
が
符
合

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
検
地
置
目
は
御
前
帳
作
成
の
た
め
に
出
さ
れ
た
と
い
え
る
。
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解
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※ 

各
条
目
前
の
符
号
（
①
～
⑲
）
は
拙
職
が
加
入
し
た
。
又
、
注
釈
・
解
説
文
字
等
の
表
現
（
符
号
・
強
調
）
や
体
裁
は
拙
職
が
改
め
た
。 

※ 

尚
、
本
条
目
は
、
神
崎
彰
利
『
検
地 

縄
と
竿
の
支
配
』（1

9
8
3

年
、
教
育
社
）5

9

頁
～6

2

頁
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
伊
予
一
柳
文
書
」）
を
参
考
に
し
た
。 

※ 

平
成
二
十
二
年
五
月
十
七
日 

金
子
和
也
写 


